
質問票の集計結果を以下にまとめる。

質問票は、日本側は専門家（添付４－１：専門家用）、ラオス側は、セタティラート病院、保健科学大学のCP（添付４－２：CP用）、セタティ
ラート病院と他の3教育病院を含むTOT研修参加者（添付４－３：研修参加者用）を配布した。

質問票の回答数は以下の通りである。

専門家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8名
CP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4名
研修参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 13名

専門家とCPに対する質問票のうち、選択式回答の結果を集計結果としてまとめた。
質問項目によっては、担当外ということで、無回答、または「わからない」としている項目がある回答者があるが、回答があったもののみ
の平均値を集計した。
記述式回答については割愛する。

集計表のフォーマットは、専門家用質問票をもとに作成した。
専門家用質問票とCP用質問票はほぼ同様である。専門家とCPに対する質問が違っているところは、質問票の該当箇所に、その旨記
載している。また、特に記載していないが、専門家用とCP用では、同じ内容の質問であっても、表現を調整した箇所が一部ある。

５．質問票集計結果
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プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

名
：

ラ
オ

ス
国

 セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
大

学
病

院
医

学
教

育
研

究
機

能
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

 
 

 

タ
ー
ゲ
ッ

ト
・

グ
ル

ー
プ

：
臨

床
研

修
に

関
わ

る
医

師
 

対
象
地
域

：
セ

タ
テ

ィ
ラ

ー
ト

病
院

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
期

間
：

20
07

 –
 2

01
0 

(3
 年

間
) 

  
 作

成
日

：
20

09
年

6
月

22
日

  
 

 
 

  
  

  
バ
ー
ジ
ョ
ン
：

N
o.

 1
  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
要

約
 

指
 

標
 

入
手

手
段

 
外

部
条
件

 
ス

ー
パ
ー

ゴ
ー
ル

 
ラ
オ
ス
国
に

お
い

て
医

師
の

技
術

、
知

識
お

よ
び

態
度
が

向
上

す
る
。

 

 1.
 

郡
病

院
の

利
用

度
が

向
上

す
る

。
 

2.
 

郡
病

院
で

の
医

師
の

数
が

増
加

す
る

。
 

 1.
 

保
健
省
年
間
報
告
書

 
2.

 
保
健
省
年
間
報
告
書

 

  

上
位

目
標

 
ラ
オ
ス
国
に

お
い

て
医

師
に

対
す

る
臨

床
研

修
の

質
が
改

善
さ

れ
る
。

 

 1．
 

医
学

生
お

よ
び

卒
後

研
修

医
の

臨
床

能
力

が
向

上
す

る
。

 
 1.

 
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
、
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査

の
比
較

 

 家
庭

医
療

卒
後

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
が
継
続
さ
れ
る

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
 

セ
タ
テ
ィ
ラ

ー
ト

病
院

に
お

い
て

医
学

部
学

生
の

臨
床
実

習
及

び
医
学
部
卒

業
後

2
年

以
内

の
医

師
の

卒
後

早
期

臨
床

研
修

の

質
が
改
善
さ

れ
る

。
 

 1.
 

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
で

臨
床

研
修

を
受

け
た

医
学

生
/研

修
医

の
満

足
度

が
向

上
す

る
。

 
2.

 
専

門
機

関
に

よ
る

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
で

の
臨

床
研

修

の
評

価
が

高
く

な
る

。
 

 1.
 

保
健
科
学
大
学
教
務
部
に
よ
る
医
学
生

/
研
修
医
か
ら
指
導
医
へ
の
評
価
報
告
書

2.
 

他
の
教
育
病
院
、
保
健
省
か
ら
の
聴
き

取
り

 

 医
学
部
入
学
学
生
数
が
急
激
に

増
加
し
な
い

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 
1.

 
セ
タ
テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
の

教
育

病
院

と
し

て
の

臨
床

研
修

に
関
す
る

知
見

が
拡

充
さ

れ
る

。
 

 
 

2.
 

セ
タ
テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
に

お
い

て
研

修
管

理
体

制
が

改
善

さ
れ
る
。

 
 3.

 
臨
床
研
修

指
導

担
当

医
の

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。
 

 

 
1-

1 
月

別
図

書
貸

出
数

の
増

加
（

目
標

値
：

１
人

あ
た

り
年

間

４
冊

）
 

1-
2 

策
定

し
た

教
材

の
臨

床
教

育
に

お
け

る
使

用
状

況
 

1-
3 

研
修

セ
ン

タ
ー

及
び

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

使
用

状
況

 
1-

4 
診

療
録

に
お

け
る

記
載

欄
の

空
欄

率
の

減
少

 
 

2-
1 

T
M

C
が

開
催

さ
れ

る
回

数
（

目
標

値
：

60
回

）
 

2-
2 

医
学

教
育

ユ
ニ

ッ
ト

（
M

T
U
）

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
の

更
新

頻
度

の
増

加
（

目
標

値
：

週
1
回

）
 

2-
3 

医
学

生
、

研
修

医
は

、
指

導
担

当
医

に
よ

る
指

導
が

改
善

し
た

と
感

じ
る

 
2-

4 
内

部
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

質
の

改
善

 
2-

5 
T

W
G
に

お
い

て
セ

タ
テ

ィ
ラ

ー
ト

病
院

の
臨

床
教

育
が

他

病
院

の
モ

デ
ル

で
あ

る
と

出
席

者
が

認
識

す
る

 
 

3-
1 

医
学

教
育

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
回

数
（

目
標

値
：

8
回

）
 

3-
2 

指
導

教
材

を
用

い
た

T
O

T
の

実
施

回
数
（

目
標

値
：

15
回

）
 

3-
3 

臨
床

研
修

指
導

担
当

医
に

対
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
回

数

（
目

標
値

：
8
回

）
 

3-
4 

指
導

担
当

医
は

T
O

T
に

よ
り

指
導

技
法

を
改

善
で

き
た

と

感
じ

る
 

3-
5 

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
、

ポ
ス

タ
ー

の
発

行
回

数
（

目
標

値
：

そ
れ

ぞ
れ

7
回

、
1
回

）
 

 1-
1 

図
書
館
の
貸
出
管
理
簿

 
1-

2 
指
導
担
当
医
か
ら
の
聴
き
取
り

 
1-

3 
指
導
担
当
医
か
ら
の
聴
き
取
り

 
1-

4 
主
要
４
科
に
お
け
る
診
療
録
の
サ
ン
プ

リ
ン
グ
調
査

 
 2-

1 
T

M
C
の
議
事
録

 
2-

2 
M

T
U
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
記
事

の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
週
毎
更
新
頻
度

2-
3 

医
学
生
、
研
修
医
か
ら
の
聴
き
取
り

 
2-

4 
内
部
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
議
事
録

 
2-

5 
T

W
G
の
議
事
録

 
 3-

1 
医
学
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
3-

2 
T

O
T
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
3-

3 
指
導
担
当
医
評
価
報
告
書

 
3-

4 
指
導
担
当
医
か
ら
の
聴
き
取
り

 
3-

5 
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
，
ポ
ス
タ
ー

 

 保
健
省
は
、
各
教
育
病
院
に
お

い
て
臨
床
研
修
の
た
め
の
予
算

を
確
保
し
続
け
る
。
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 1.
 

臨
床
研
修
指
導
担
当
医

が
、
指
導
担
当
医
と
し
て

業
務
を
継
続
す
る
。

 
 2.

 
セ
タ
テ
ィ
ラ
ー
ト
病
院
に

お
い
て
、
患
者
数
が
大
幅

に
減
少
し
な
い
。

 
 

活
動

 
1-

1 
臨
床
研
修

に
関

す
る

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

を
実
施

す
る

 
1-

2 
標

準
化

さ
れ

た
基

本
的

臨
床

能
力

を
身

に
付

け
る

た
め

に
、
教
科

書
や

参
考

書
を

導
入

す
る

 
1-

3 
研
修
セ
ン

タ
ー

を
建

設
し

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
用

い
た

実
習
活
動

を
実

践
す

る
 

1-
4 

診
療
録
の

内
容

や
管

理
方

法
を

改
善

す
る

 
1-

5 
研

修
生

向
け

症
例

呈
示

/参
照

の
た

め
の

学
習

教
材

を
作

成
す
る

 
 2-

1 
医

学
教

育
の

観
点

か
ら

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
に

お
け

る
臨
床
研

修
の

理
念

を
設

定
す

る
 

2-
2 

臨
床
研
修

を
担

当
す

る
新

し
い

委
員

会
（

研
修

管
理

委
員

会
：

T
M

C
）

を
設

置
す

る
 

2-
3 

T
M

C
を

開
催

す
る

 
2-

4 
T

M
C
の

議
事

を
蓄

積
す

る
 

2-
5 

医
学
教
育

ユ
ニ

ッ
ト

（
M

T
U
）

の
機

能
を

向
上
す

る
 

2-
6 

図
書
館
の

運
営

を
改

善
す

る
 

2-
7 

内
部
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
設

定
す

る
 

2-
8 

保
健

省
が

主
催

す
る

H
um

an
 

R
es

ou
rc

e 
Te

ch
ni

ca
l 

W
or

ki
ng

 G
ro

up
（

H
R

-T
W

G
）
に

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
成

果
が
反
映

さ
れ

る
よ

う
協

議
を

進
め

る
 

 3-
1 

T
O

T
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

お
よ

び
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

策
定
す
る

。
 

3-
2 

T
O

T
の
た

め
の

指
導

教
材

を
作

成
す

る
。

 
3-

3 
四

教
育

病
院

お
よ

び
県

病
院

で
従

事
す

る
医

師
に

対
し

て
、
指
導

教
材

を
用

い
た

T
O

T
研

修
を

実
施

す
る

。
 

3-
4 

臨
床

研
修

指
導

担
当

医
に

対
す

る
医

学
教

育
セ

ミ
ナ

ー

が
開
催

さ
れ

る
。

 
3-

5 
臨

床
研

修
指

導
担

当
医

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
基

準
を
設
定

す
る

。
 

3-
6 

上
記

の
基

準
に

沿
っ

て
臨

床
研

修
指

導
担

当
医

を
モ

ニ

タ
リ
ン
グ

す
る

。
 

3-
7 

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
、

ポ
ス

タ
ー

に
よ

る
教

育
普

及
を

図

る
。

 

投
入

 
日

本
側

 
1.
 
専

門
家

 
総

括
、
医

学
教

育
、
教

授
法

、
E

B
M
、
疫

学
、
内

科
、
病

歴

管
理

、
救

急
医

療
、

臨
床

検
査

、
臨

床
病

理
、

研
修

管
理

・

評
価

 
 2.
 
本

邦
研

修
 

医
学

教
育

 
 3.
 

機
材

 
 
 
医

学
教

育
用

機
材

、
臨

床
医

学
用

機
材

（
教

育
目

的
）

 
 

 ラ
オ
ス
側

 
1.

 
人
材

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

 
 2.

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
執

務
室

お
よ
び
施
設
設
備
の
提
供

 
 

3.
 

そ
の
他

 
運
営
・
経
常
費
用

 
電
気
、
水
道
な
ど
の
運
用
費

 
土
地
の
提
供

 
 

前
提

条
件

  
保

健
省

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実

施
に

関
す

る
協

力
お

よ
び

同
意

が
得
ら
れ
る
。
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変
更

前
 

変
更

後
 

変
更

理
由

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

 
 

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
に

お
い

て
臨

床
研

修
を

指
導

し
て

い
る

医
師

 
臨

床
研

修
に

関
わ

る
医

師
 

 
セ

タ
テ

ィ
ラ

ー
ト

大
学

病
院

を
中

心
に

据
え

な
が

ら
も

他
３

教
育

病
院

、
件

病
院

も
活

動
の

範
囲

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ

を
あ

ら
わ

す
表

現
ぶ

り
と

す
る

。
 

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
に

つ
い

て
 

外
部

条

件
 

保
健

省
の

政
策

に
沿

っ
て

、
医

師
が

郡

病
院

お
よ

び
保

健
セ

ン
タ

ー
に

適
切

に

配
置

さ
れ

る
。

 

（
削

除
）
 

外
部

条
件

が
多

岐
に

わ
た

り
、

限
定

し
難

い
た

め
、

旧
外

部
条

件
は

削
除

す
る

。
 

上
位

目
標

に
つ

い
て

 
外

部
条

件
 

修
士

あ
る

い
は

博
士

課
程

取
得

の
た

め

に
、

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
長

期
研

修
）
が

遂
行

さ
れ

る
。

 

家
庭

医
療

卒
後

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

継
続

さ
れ

る
【
変

更
前

の
問

題
点

（
以

下
、

「
問

題
点

」
と

略
す

）
】
修

士
・
博

士
課

程
が

ど
う

い
う

内
容

の
学

習
を

す
る

た
め

の
も

の
か

は
こ

こ

で
は

触
れ

ら
れ

て
お

ら
ず

、
関

連
性

が
見

え
に

く
い

。
 

【
改

善
点

】
上

位
目

標
は

卒
後

研
修

の
改

善
で

あ
り

、
地

域
医

療
を

担
う

家
庭

医
の

育
成

強
化

を
目

指
し

て
い

る
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
背

景
よ

り
）
。

よ
っ

て
、

そ
の

前
提

と
な

る
「
家

庭
医

療
卒

後
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
継

続
す

る
」
こ

と
を

新
外

部
条

件
と

す
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
つ

い
て

 
入

手

手
段

1 
セ

タ
テ

ィ
ラ

ー
ト

病
院

の
人

事
部

お
よ

び
医

師
委

員
会

に
よ

る
医

学
生

/研
修

医
の

評

価
結

果
 

保
健

科
学

大
学

教
務

部
に

よ
る

医
学

生
/研

修
医

か
ら

指
導

医
へ

の
評

価
結

果
 

【
問

題
点

】
人

事
部

や
医

師
委

員
会

が
指

導
医

に
よ

る
医

学
教

育
の

質
を

測
定

で
き

る
か

ど
う

か
定

か
で

な
い

。
 

【
改

善
点

】
最

も
直

接
的

な
方

法
で

あ
る

「
医

学
生

や
研

修
医

が
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

で
あ

る
指

導
医

を
評

価
し

た
結

果
」
を

新
入

手
手

段
と

し
て

用
い

る
。

 
入

手

手
段

2 
他

の
教

育
病

院
、

保
健

治
療

局
お

よ
び

教

育
省

か
ら

の
外

部
監

査
結

果
 

他
の

教
育

病
院

、
保

健
省

か
ら

の
聴

き
取

り
結

果
【
問

題
点

】
保

健
省

や
保

健
科

学
大

学
は

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
の

上
位

に
く
る

機
関

で
あ

る
し

、
他

の
教

育
病

院
は

セ
タ

テ
ィ

ラ

ー
ト

と
横

並
び

で
医

学
生

や
研

修
医

へ
の

研
修

を
提

供
す

る
組

織
で

あ
り

、
外

部
監

査
提

供
組

織
と

な
り

得
な

い
。

 
【
改

善
点

】
臨

床
研

修
の

良
し

悪
し

に
つ

い
て

量
的

に
行

う
こ

と
が

非
常

に
難

し
く
、

聴
き

取
り

に
よ

る
質

的
な

情
報

を
用

い
る

。
 

外
部

条
件

 
保

健
省

お
よ

び
教

育
省

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

の
成

果
を

活
用

し
て

臨
床

研
修

の
改

善
を

図
る

 

医
学

部
入

学
学

生
数

が
急

激
に

増
加

し
な

い
 

【
問

題
点

】
教

育
省

は
保

健
科

学
大

学
や

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
の

保
健

省
へ

の
移

管
に

よ
っ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
直

接
関

連
し

な
く
な

っ
た

．
保

健
省

が
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
活

用
す

る
か

ど
う

か
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度
に

依
存

し
て

お

り
、

独
立

し
た

外
部

条
件

と
は

な
ら

な
い

。
 

【
改

善
点

】
医

学
部

入
学

学
生

数
が

増
え

る
こ

と
に

よ
り

、
相

対
的

に
医

学
教

育
の

質
が

低
下

す
る

可
能

性
が

高
ま

る
た

め
、

新
外

部
条

件
を

設
定

し
た

。
 

成
果

に
つ

い
て

 
成

果
1 

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
の

教
育

病
院

と
し

て

の
臨

床
研

修
に

関
す

る
知

見
が

拡
充

さ

れ
る

。
 

【
解

釈
と

定
義

】
 

知
見

と
は

何
か

、
拡

充
す

る
と

は
ど

う
い

う
状

態
を

示
す

か
が

如
何

様
に

も
解

釈
で

き
て

し
ま

う
。

抽
象

的
過

ぎ
て

C
/P

と
共

有

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
、

活
動

や
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
の

内
容

を
よ

り
具

体
的

に
示

す
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
複

合
的

な
内

容
と

し
て

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

１
を

解
釈

す
る

よ
う

に
す

る
。

 
成

果
2 

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
に

お
い

て
研

修
管

理

体
制

が
改

善
さ

れ
る

。
 

【
解

釈
と

定
義

】
 

研
修

管
理

体
制

と
は

何
か

と
い

う
定

義
が

必
要

。
活

動
や

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

の
内

容
を

よ
り

具
体

的
に

示
す

こ
と

に
よ

り
、

そ

の
複

合
的

な
内

容
と

し
て

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

２
を

解
釈

す
る

よ
う

に
す

る
。

 
成

果
3 

医
師

に
対

す
る

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
の

臨

床
研

修
指

導
担

当
医

の
能

力
が

強
化

さ

れ
る

。
 

臨
床

研
修

指
導

担
当

医
の

能
力

が
強

化
さ

れ

る
。

 
【
問

題
点

】
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
が

明
確

で
な

い
た

め
、

能
力

強
化

の
意

味
が

理
解

し
に

く
い

。
 

【
改

善
点

】
活

動
や

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

の
内

容
を

よ
り

具
体

的
に

示
す

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

複
合

的
な

内
容

と
し

て
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

３
を

解
釈

す
る

よ
う

に
働

き
か

け
る

。
 

指
標

1-
1 

 
 

根
拠

に
基

づ
く
医

療
に

関
す

る
研

修
を

受

講
し

た
医

師
の

数
が

増
加

す
る

。
 

 

月
別

図
書

貸
出

数
の

増
加

（
目

標
値

：
１

人
あ

た

り
年

間
４

冊
）
 

 

【
問

題
点

】
根

拠
に

基
づ

く
医

療
（
E

B
M

）
に

関
し

て
は

、
日

本
の

よ
う

な
先

進
国

に
お

い
て

も
そ

の
解

釈
や

実
践

に
ば

ら
つ

き
が

非
常

に
大

き
い

。
受

講
し

た
こ

と
が

行
動

変
容

に
ど

の
よ

う
に

結
び

付
い

た
の

か
も

評
価

し
に

く
い

。
 

【
改

善
点

】
根

拠
に

基
づ

く
医

療
（
E

B
M

）
と

い
う

言
葉

を
使

わ
ず

、
診

療
の

質
改

善
に

結
び

付
く
内

容
を

厳
選

し
た

結
果

、
ま

ず

は
図

書
の

利
用

を
推

し
進

め
る

こ
と

で
、

自
ら

の
診

療
を

図
書

の
内

容
と

比
較

し
、

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
形

成
す

る
。

な
お

、
１

０
週

に
１

回
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

り
、

１
ク

ー
ル

に
１

冊
読

む
換

算
と

な
る

た
め

、
年

間
４

冊
と

し
た

。
 

指
標

1-
2 

病
理

診
断

数
が

増
加

す
る

 
策

定
し

た
教

材
の

臨
床

教
育

に
お

け
る

使
用

状

況
 

 

【
問

題
点

】
セ

タ
病

院
と

大
学

の
病

理
部

門
の

間
で

、
病

理
診

断
に

関
す

る
役

割
分

担
は

不
明

瞭
で

あ
り

、
病

理
診

断
数

の
増

加
が

成
果

１
の

達
成

に
直

接
結

び
つ

く
と

は
言

え
な

い
。

 
【
改

善
点

】
基

本
的

臨
床

能
力

に
関

連
し

た
教

材
を

策
定

し
、

こ
れ

を
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

し
て

用
い

て
い

く
こ

と
が

最
も

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
終

了
時

評
価

時
に

は
使

用
回

数
、

内
容

の
量

、
質

そ
れ

ぞ
れ

を
見

る
た

め
に

、
左

記
の

表
現

ぶ
り

と
し

た
。
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指
標

1-
3 

 

他
の

病
院

か
ら

転
送

さ
れ

た
患

者
数

が

増
加

す
る

。
 

研
修

セ
ン

タ
ー

及
び

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

使
用

状

況
 

 

【
問

題
点

】
４

つ
の

大
学

病
院

に
お

い
て

、
ど

の
分

野
の

患
者

、
ど

の
県

の
患

者
が

ど
の

病
院

に
行

く
か

は
緩

や
か

で
は

あ
る

が
定

ま
っ

て
い

る
。

そ
の

よ
う

な
状

況
下

、
紹

介
患

者
数

の
増

加
と

臨
床

研
修

の
質

と
の

関
係

性
は

見
出

し
に

く
い

。
 

【
改

善
点

】
研

修
セ

ン
タ

ー
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
を

用
い

た
教

育
が

実
際

に
行

わ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
特

に
卒

前
臨

床
実

習
の

改

善
が

見
込

ま
れ

る
。

 
指

標
1-

4 
臨

床
症

例
の

蓄
積

数
が

増
加

す
る

。
 

診
療

録
に

お
け

る
記

載
欄

の
空

欄
率

の
減

少
 

【
問

題
点

】
臨

床
症

例
の

蓄
積

は
、

誰
が

何
を

ど
の

よ
う

に
蓄

積
す

る
こ

と
が

臨
床

研
修

に
関

す
る

知
見

拡
充

に
つ

な
が

る
の

か
が

非
常

に
理

解
し

に
く
い

。
 

【
改

善
点

】
診

療
録

に
必

要
事

項
が

記
載

さ
れ

て
い

る
か

否
か

を
確

認
し

、
定

量
的

に
研

修
の

質
を

測
定

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

な
お

、
本

来
空

欄
率

は
０

と
な

っ
て

い
る

べ
き

だ
が

、
そ

れ
は

困
難

で
あ

り
、

か
つ

、
空

欄
率

を
何

％
と

出
す

こ
と

に
意

味
が

な

い
た

め
、

現
在

と
比

べ
て

減
る

と
い

う
こ

と
を

指
標

と
し

た
。

 
指

標
2-

1 
臨

床
研

修
の

た
め

の
月

例
会

議
開

催
数

が
増

加
す

る
。

 
T
M

C
が

開
催

さ
れ

る
回

数
（
目

標
値

：
6
0

回
）
 

 

【
問

題
点

】
「
増

加
す

る
」
と

い
う

表
現

は
指

標
と

し
て

不
明

瞭
で

あ
る

。
 

【
改

善
点

】
研

修
管

理
委

員
会

の
開

催
回

数
や

そ
の

変
化

に
よ

り
、

研
修

改
善

の
取

り
組

み
を

測
定

す
る

。
 

指
標

2-
2 

関
係

機
関

で
開

催
さ

れ
る

会
議

お
よ

び
セ

ミ
ナ

ー
数

が
増

加
す

る
。

 
医

学
教

育
ユ

ニ
ッ

ト
（
M

T
U

）
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管

理
の

更
新

頻
度

の
増

加
（
目

標
値

：
週

1
回

）
 

 

【
問

題
点

】
関

係
機

関
の

会
議

、
セ

ミ
ナ

ー
が

研
修

に
関

連
し

た
内

容
か

ど
う

か
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
。

 
【
改

善
点

】
医

学
教

育
ユ

ニ
ッ

ト
は

現
場

で
の

教
育

活
動

そ
の

も
の

で
あ

り
、

そ
の

管
理

体
制

に
密

接
に

関
連

し
た

指
標

を
と

る

こ
と

が
改

善
に

つ
な

が
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

追
加

指
標

2-
3 

な
し

 
2
-
3

医
学

生
、

研
修

医
は

、
指

導
担

当
医

に
よ

る

指
導

が
改

善
し

た
と

感
じ

る
 

2
-
4

内
部

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
質

の
改

善
 

内
部

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

保
健

科
学

大
学

が
医

学
教

育
を

改
善

す
る

た
め

に
非

常
に

重
要

な
活

動
で

あ
り

、
こ

れ
を

実
施

し
続

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

左
記

を
追

加
し

た
。

 

追
加

指
標

2-
4 

な
し

 
T

W
G

に
お

い
て

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
の

臨
床

教

育
が

他
病

院
の

モ
デ

ル
で

あ
る

と
出

席
者

が
認

識
す

る
 

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
で

の
臨

床
教

育
が

他
の

教
育

病
院

や
県

病
院

に
拡

が
っ

て
い

く
た

め
に

は
、

保
健

省
が

モ
デ

ル
と

し
て

認
識

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

．
20

09
年

3
月

か
ら

開
始

さ
れ

た
人

材
育

成
T

W
G

は
、

そ
の

認
識

を
確

認
す

る
場

と
し

て
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

左
記

を
追

加
し

た
。

 
指

標
3-

1 
セ

タ
テ

ィ
ラ

ー
ト

病
院

に
お

け
る

臨
床

研
修

指
導

医
の

技
術

、
知

識
お

よ
び

態
度

が
向

上
す

る
。

 

3
-
1

医
学

教
育

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
回

数
（
目

標
値

：

8
回

）
 

3
-
2

指
導

教
材

を
用

い
 

た
T
O

T
の

実
施

回
数

（
目

標
値

：
1
5

回
）
 

【
問

題
点

】
指

導
医

の
技

術
、

知
識

、
態

度
が

向
上

し
た

こ
と

の
測

定
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

指
標

１
で

評
価

す
る

こ
と

に
な

り
、

重
複

が
生

じ
る

。
 

【
改

善
点

】
指

導
医

の
技

術
、

知
識

、
態

度
向

上
の

た
め

の
活

動
が

ど
の

よ
う

に
な

さ
れ

た
か

を
指

標
と

す
る

。
 

指
標

3-
2 

セ
タ

テ
ィ

ラ
ー

ト
病

院
で

指
導

者
研

修

（
Tr

ai
ni

ng
 o

f T
ra

in
er

s、
以

下
「
T

O
T

」
と

す
る

）
を

受
け

た
臨

床
研

修
指

導
医

の
数

が
増

加
す

る
。

 

3
-
3

臨
床

研
修

指
導

担
 

当
医

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

回
数

（
目

標
値

：
8

回
）
 

3
-
4

指
導

担
当

医
は

 

T
O

T
に

よ
り

指
導

技
法

を
改

善
で

き
た

と
感

じ
る

 

【
問

題
点

】
T

O
T

の
回

数
と

T
O

T
受

講
者

の
数

は
単

に
比

例
し

て
増

え
る

の
み

で
あ

り
、

並
列

し
た

指
標

を
設

け
る

の
は

リ
ダ

ン
ダ

ン
ト

で
あ

る
．

ま
た

、
T

O
T

は
セ

タ
テ

ィ
ラ

ー
ト

病
院

以
外

の
教

育
病

院
や

県
病

院
を

も
対

象
に

し
て

い
る

。
 

【
改

善
点

】
保

健
科

学
大

学
教

務
部

で
は

、
４

つ
の

教
育

病
院

で
の

臨
床

研
修

指
導

担
当

医
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
開

始
し

た
が

、

こ
の

活
動

が
継

続
さ

れ
た

ど
う

か
は

指
導

者
研

修
の

継
続

的
質

管
理

の
指

標
と

な
り

う
る

。
 

追
加

指
標

3-
3 

な
し

 
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

、
ポ

ス
タ

ー
の

発
行

回
数

（
目

標

値
：
そ

れ
ぞ

れ
7

回
、

1
回
）

 
臨

床
研

修
指

導
担

当
医

へ
の

改
善

活
動

は
、

普
及

活
動

を
伴

う
こ

と
で

よ
り

公
な

取
り

組
み

と
し

て
認

知
さ

れ
て

い
く
可

能
性

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
左

記
を

追
加

し
た

。
 

活
動

 
1-

2 
体

系
的

な
臨

床
症

例
の

呈
示

を
念

頭
に

置
い

た
、

臨
床

病
理

学
、

診
断

学
、

症
候

学
な

ど
の

分
野

に
お

け
る

根
拠

に
基

づ

く
医

療
（
E

vi
de

nc
e-

ba
se

d 
M

ed
ic

in
e:

 
E

B
M

）
に

関
す

る
指

導
担

当
医

へ
の

研

修
を

実
施

す
る

。
 

標
準

化
さ

れ
た

基
本

的
臨

床
能

力
を

身
に

付
け

る
た

め
に

、
教

科
書

や
参

考
書

を
導

入
す

る
 

 

【
問

題
点

】
E

B
M

に
関

す
る

議
論

は
堂

々
巡

り
に

な
る

可
能

性
が

あ
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
側

に
共

通
理

解
を

得
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

。
ま

た
、

ラ
オ

ス
に

お
い

て
は

、
基

本
的

な
医

学
用

語
に

お
い

て
も

、
も

と
も

と
ラ

オ
語

に
そ

の
概

念
が

な
い

た
め

、
フ

ラ
ン

ス
語

や
英

語
の

用
語

を
使

用
し

て
い

る
状

況
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

中
で

国
際

的
に

統
一

さ
れ

た
定

義
が

な
く
、

多
様

な
解

釈
が

可
能

な
Ｅ

Ｂ
Ｍ

と
い

う
言

葉
を

Ｐ
Ｄ

Ｍ
に

盛
り

込
む

こ
と

は
、

か
え

っ
て

混
乱

を
招

く
恐

れ
が

あ
る

。
 

【
改

善
点

】
全

国
で

標
準

化
さ

れ
た

基
本

的
臨

床
能

力
を

身
に

付
け

る
た

め
に

、
教

科
書

や
参

考
書

を
導

入
し

て
い

く
。

 

1-
3 

症
例

の
フ

ォ
ロ

ー
/蓄

積
を

視
野

に
入

れ

た
診

療
記

録
の

改
善

を
図

る
。

 
研

修
セ

ン
タ

ー
を

建
設

し
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
を

用

い
た

実
習

活
動

を
実

践
す

る
 

【
問

題
点

】
症

例
の

フ
ォ

ロ
ー

が
で

き
る

よ
う

な
管

理
シ

ス
テ

ム
は

維
持

さ
れ

て
い

な
い

し
、

管
理

保
管

の
場

所
も

な
い

。
症

例
の

蓄
積

を
す

る
こ

と
を

直
接

診
療

や
研

修
の

質
改

善
に

関
連

づ
け

ら
れ

る
レ

ベ
ル

で
は

な
い

。
 

【
改

善
点

】
研

修
セ

ン
タ

ー
や

そ
こ

で
行

わ
れ

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
用

い
た

実
習

は
、

実
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

に
有

用
で

あ
る

た
め

、
左

記
を

追
加

し
た

。
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1-
4 

E
B

M
の
た
め
の
臨
床
症
例
を
系
統
的

に
蓄
積
す
る
。

 
診
療
録
の
内
容
や
管
理
方
法
を
改
善
す
る

 
臨
床
研
修
の
充
実
に
お
い
て
、
診
療
録
の
内
容
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
管
理
方
法
を
継
続
的
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
左
記
を
追
加
し
た
。

 
1-

5 
研
修
生
を
対
象
と
し
た
臨
床
症
例
に
関

す
る
症
例
検
討
会
を
実
施
す
る
。

 
な
し

 
【
問
題
点
】
元
々
、
症
例
検
討
会
は
ラ
オ
ス
側
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
ラ
オ
ス
語
の
医
学
用
語
が
分
か
る
医
師
の
団
員
は
お

ら
ず
、
症
例
検
討
会
に
日
本
側
が
指
導
す
る
こ
と
は
困
難
。
た
だ
し
、
検
討
会
の
内
容
を
後
か
ら
確
認
し
、
そ
れ
を
元
に
し
た
指

導
は
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

 
【
改
善
点
】
症
例
検
討
会
は
、
ラ
オ
ス
側
で
元
来
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
り
、
日
本
側
が
関
与
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
た

め
、
削
除
す
る
。

 
2-

2 
臨
床
研
修
を
担
当
す
る
新
し
い
委
員
会

を
設
置
す
る
。

 
臨
床
研
修
を
担
当
す
る
新
し
い
委
員
会
（
研
修
管

理
委
員
会
：
T

M
C
）
を
設
置
す
る
。

 
2-

3 
臨
床
研
修
の
た
め
の
月
例
会
議
を
開
催

す
る
。

 
臨
床
研
修
管
理
の
た
め
の
会
議
（T

M
C
）
を
開
催

す
る
。

 

名
称
が
定
ま
り
、
広
く
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

T
M

C
と
い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

 
 

2-
4 

セ
タ
テ
ィ
ラ
ー
ト
病
院
で
の
臨
床
研
修
に

お
け
る
プ
ロ
セ
ス
、
経
緯
、
結
果
お
よ
び

教
訓
を
文
書
化
す
る
。

 

2-
4T

M
C
の
議
事
を
蓄
積
す
る

 
2-

5
医
学
教
育
ユ
ニ
ッ
ト
（

M
T

U
）
の
機
能
を

向
上
す
る

 
 

臨
床
研
修
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
、
経
緯
、
結
果
、
教
訓
と
い
う
言
い
回
し
が
何
を
表
す
の
か
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
た
め
、

T
M

C
の
議
事
の
蓄
積
と
し
た
。
ま
た
、
文
書
化
は
、

M
T

U
の
機
能
向
上
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
た
め
、

2-
5
と
し

て
、

M
T

U
の
機
能
向
上
に
つ
い
て
追
記
し
た
。
（
M

T
U
は
、
元
々
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
が
教
育
病
院
に
紹
介
し
た
概
念
だ
が
、
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
煮
詰
め
、
管
理
体
制
に
つ
な
げ
て
い
る
）
 

2-
5 

四
教
育
病
院
、
保
健
省
お
よ
び
医
学
部

と
の
連
携
に
よ
り
臨
床
研
修
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

 

図
書
館
の
運
営
を
改
善
す
る
。

 
セ
ミ
ナ
ー
は
医
学
教
育
に
関
す
る
知
見
の
普
及
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
３
に
つ
な
が
る
活
動
と
考
え
る
方
が
理
解
し
や
す
い
。
そ

の
た
め
、
左
記
の
通
り
追
加
し
た
。
な
お
、
図
書
館
は
、
古
く
て
難
し
い
英
語
等
の
図
書
を
た
だ
た
だ
保
管
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
で
整
備
し
、
管
理
体
制
を
構
築
す
る
試
み
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 
2-

6 
外
部
監
査
を
手
配
す
る
。

 
内
部
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
設
定
す
る
。

 
【
問
題
点
】
「
外
部
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
セ
タ
テ
ィ
ラ
ー
ト
病
院
が
他
の
教
育
病
院
と
共
に
保
健
科
学
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
共
同
運
用
し
、
し
か
も
保
健
省
が
そ
の
管
轄
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
国
外
の
施
設
に
依
頼
す
る
以
外
に
使
え
な
い
と
判

断
さ
れ
た
。
ま
た
「
監
査
」
と
い
う
用
語
は
、
ラ
オ
ス
国
に
お
い
て
改
善
の
た
め
に
行
う
活
動
と
い
う
よ
り
は
、
あ
ら
探
し
を
し
て
罰

を
与
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
、
改
善
活
動
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

 
【
改
善
点
】
内
部
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
が

T
M

C
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
用
語
を
使
用
す
る
。

 
追
加
活

動
2-

7 
な
し

 
保
健
省
が
主
催
す
る
人
材
育
成
技
術
的
ド
ナ
ー

調
整
会
議
（
T

W
G
）
に
て
制
度
化
に
向
け
た
協
議

を
進
め
る
。

 

こ
の
人
材
育
成

T
W

G
は

20
09
年

3
月
に
保
健
省
人
材
局
に
お
い
て
始
ま
っ
た
会
議
で
あ
り
、
保
健
人
材
育
成
政
策
の
方
向

性
を
決
め
る
重
要
な
会
議
で
あ
る
。
以
前
は
保
健
省
治
療
局
が
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
鍵
を
握
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
人
材
局
が

む
し
ろ
重
要
性
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
左
記
を
追
加
す
る
。

 
3-

3 
四
教
育
病
院
お
よ
び
県
病
院
で
従
事
す

る
医
師
に
対
し
て
、
教
授
法
、
問
題
解
決

型
臨
床
研
修
法
、
臨
床
症
例
呈
示
、
チ

ー
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研
修
管
理
、

指
導
体
制
、
自
己
学
習
な
ど
の
分
野
に

係
る

T
O

T
を
実
施
す
る
。

 

四
教
育
病
院
お
よ
び
県
病
院
で
従
事
す
る
医
師

に
対
し
て
、
指
導
教
材
を
用
い
た

T
O

T
研
修
を
実

施
す
る
。

 

現
状
で
、
触
れ
ら
れ
て
い
る
内
容
に
限
定
さ
れ
ず
、
基
本
的
臨
床
能
力
の
教
育
を
中
心
と
し
た
内
容
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
つ
つ

あ
る
。
そ
の
た
め
、
左
記
の
通
り
簡
略
化
す
る
。

 
 

3-
4 

臨
床
研
修
指
導
担
当
医
に
対
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
基
準
を
設
定
す
る
。

 
臨
床
研
修
指
導
担
当
医
に
対
す
る
医
学
教
育
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。

 
【
問
題
点
】
以
前
は
、
医
学
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
活
動
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
２
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

3-
4
は

3-
5
に
移
動

 
【
改
善
点
】
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
３
の
側
に
回
す
。

 
3-

5 
上
記
の
基
準
に
沿
っ
て
臨
床
研
修
指
導

担
当
医
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

 
臨
床
研
修
指
導
担
当
医
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
基
準
を
設
定
す
る
。

 
3-

4
が

3-
5
に
移
動
し
た
。

 

3-
6 

 
上
記
の
基
準
に
沿
っ
て
臨
床
研
修
指
導
担
当
医

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

 
3-

5
が

3-
6
に
移
動
し
た
。

 

3-
7 

 
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
教
育
普
及
を

図
る
。

 
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
に
よ
り
、
セ
タ
テ
ィ
ラ
ー
ト
病
院
で
展
開
さ
れ
て
い
る
教
育
内
容
に
関
し
て
全
国
的
な
普
及
を
図

り
、
既
成
事
実
に
し
て
い
く
。
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Attendent List 4th JCC  

８．JCC参加者リスト

2009/6/25

No Name and Familyname Organization

1 Mrs.Chanthanom MANODHAM Director Cabinet, MOH

2 Dr.Bounleuang PHONGSAVATH Pesonnel Dept, MOH

3 Assoc.Prof.Dr.SomOck KINGSADA Dean of UHS and Director of Settha Hos

4 Dr.Khampe PHONGSAVATH Deputy Director, SH

5 Dr.Vangyer NENGMONGVANG Deputy Director, SH

6 Dr.Phay DOUNGSY Head of General Affair, SH

7 Ms.Mimala PATHOUMXAD Chief of Foreign Relation, SH

8 Dr.Phan DAVONG Chief of Medical Affair

9 Dr.Choummaly VIMANY Chief of Personnel Section,SH

10 Dr.Bounmy SOMSAMOUTH Deputy chief of Internal Medicine 

11 Dr.Somchanh SOULALAY Chief of IM, SH

12 Dr.Oukham APHAYYALATH Staff IM2, SH

13 Assoc.Prof.Dr.Onkham DOUANGBOUPHA Chief of Surgery, SH

14 Dr.Thavone CHANTHASONE Deputy chief of Surgery

15 Dr.Phouphet VISOUNNARATH Chief of Pediatric, SH

16 Dr.Bounthieng APHAY Chief of OB/GYN, SH

17 Dr.Sisomphone THANDAVONG Chief of OPD, SH

18 Dr.Somphet CHANDAMANY ICU staff, SH

19 Dr.Phimseng PHITTHANOUSONE Chief of ER, SH

20 Dr.Khamta LEARNEKHAMMY Chief of Labo, SH

21 Dr.Viengvansay NABANDITH Deputy chief Labo,SH

22 Dr.Manivanh SOUPHANTHONG Head of Department Medicine , UHS

23 Dr.Vongphet LOUNGXAY Deputy head Dept Medicine,UHS

24 Dr.Alounguadeth SITTHAIPHANH Vice Dean, UHS

25 Dr.Oua PHIMMASARN Post-Grad , UHS

26 Dr.Ketsomsouk BOUPHAVANH Deputy head Dept Medicine,UHS

27 Dr.Phouthone SITTHIDETH UHS

28 Dr.Bouthavong PHENGSISOMBOUN UHS

29 Dr.Bounsou INTHAPATHA MCH Hospital (Replace of Director)

30 Dr.Phengsy PHONGMANY MCH Hospital (Replace of Director)

31 Dr.Phoukheng DOUANGCHAK Deputy Director Mittaphab Hos

32 Dr.Christine JOHNS Health Frontiers

33 Mr.Shinichiro NODA JICA Expert, CD-SWC

34 Mr.Kenichi TSUNODA JICA Expert, CD-SWC

35 Dr.Mitsuhiro USHIO JICA evaluation team

36 Ms.Haruka SHINDO JICA evaluation team
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37 Ms.Erika TANAKA JICA evaluation team

38 Mr.Hiroaki TAKASHIMA JICA Laos Office,Chief Representative

39 Ms.Kaori OSONE JICA Laos Office, Representative

40 Mr.Sophonh KOUSONHSAVATH JICA Laos Office, National Staff

41 Dr.Hirotaka ONISHI MESH Projcet 

42 Ms.Keiko MURAMATSU MESH Projcet 

43 Mr.Toshiharu HATA MESH Projcet 

44 Dr.Akiteru HATA MESH Projcet 

45 Assoc.Prof.Dr.Bounsai THOVISOUK MESH Projcet 
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